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地球の宴〃との技術交流だ

効 して

主任専門員  斉田 雄介

ここは地致の裏側だった 1 92年 11月 15日 に

飛行機で概ね25時 間の旅から開放されて、降り

立ったのは、ブラジルの最南端のリオ・グラン

デ・ ド・ス‐―ル州 (以下「RS州 」という。)の
州都ポル ト・アレグレの空港だった 1

RS州 の国際関係局のフローレンス課長をすよ

じめとして、SENAI(セ ナイ:工業試験場 と職

業訓練校を兼ね備えた組織)のゼリー局長と現

地の日本人の通訳の篠崎和子先生達が、私達 4

人を出迎えてくださいました。

長旅の疲れを休める間もなく、滋賀公園を視

察し、市内の中心街を車で一巡して滋賀AMIGO

(ア ミーゴ:友人)会が主催する夕食会に招待

されましたのが、訪問の第一日目でありました。

このRS州 は琵琶湖 とパ トス湖のとりもつ縁

で、昭和55年 に本県と姉妹協定を結んで以来10

余年、幅広い分野での交流を続けて今日に至っ

ております。

私が今回、このRS州 に派遣されましたのは、

一つは今後の国際交流 (教育、工業および環境

分野)の促進のための州政府との打ち合わせと、

もう一つは工業技術分野の交流の一環として、

州政府の要請により、州政府等が主催する工業

技術関連国際セミナーに出席 (講演)す るため

でありました。

■工業技術関連国際セミナー

(セ ナイ設立50周年記念 )

セナイ設立50周年を記念して、 92年 11月 17

日と18日 の両 日にセ ミナーが開催されましたが、

ごれに遡る 1年位前からゼリー局長とマッサ教

授が下調べのため来日され、当工業技術センター

をはじめとして県内の民間企業等を視察されま

した。                    ′

このときに受けられたイメージから、ハイテ

ク日本を支えている今日的課題のメカトロニク

ス関連のテーマで講師として、参加の要請があ

りました。

今回の講演は、この要請に応えたもので、日

本をはじめとして、 ドイッ、オランダ、スウェー

デン、イスラエル、台湾、アメリカ、ブラジル

の 8か国からの講師が招待され、概ね400人の

受講者 (研究者・技術者)を対象としてポル ト

ガル語、スペイン語、英語の 3か国の同時通訳

によって行われました。

具体的に要請されたテーマは、「産業オー ト

メーション/メ カトロニクスー日本の事例とブ

ラジルに移転 した場合の影響力」でした。

このテーマについては、いろいろな考え方が

ありますが、ここではFAを 主体にまとめまし

た。

1.FA(Factory Automation)シ ステム

FAと いう言葉は和製英語。つまり、工場の

自動化生産システムの略であります。内容的に

はコンピュターによる設計/製造 (CAD・ CAE
/CAM)装 置か らNC工作機械、産業用ロボ ッ

ト、無人搬送車、立体自動倉庫等各種の機器を

メカトロラインでまとめ、それをFMS(Flexible

Manufacturing System)等 で稼働させます。
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セナイ50同年記念国際セミナー講演 (筆者 :右側 )

最近では、これに加え、生産管理や製造だけ

でなく、商品開発と販売、さらには経営部門の

情報までを一つのコンピュターネットワークで

まとめ、コス トダウンや納期短縮を図るCIM

(Computer lntegrated Manufacturing)の 構築

も始まっています。

FAシ ステム設計上、必要と思われる技術項′

目をまとめると、次のようになり、総合的な知

識が要求されます。

① Computer software・ Hardware ② PLC

(Programmable Logic Controller)の Software

・Hardware ③ 計測制御 ④ 通信 ⑤ 制御盤

⑥ Mechanical装 置設計 ⑦ ロボ ッ ト ① 画像処

理  ③ CADoCAE/CAM ⑩ その他

2.FAシ ステム設計上の問題点と技術傾向

(1)FAコ ンピューター

FAシ ステムを構築するための制御機器 とし

て、PLC(シ ーケンサー)が出現 して20年ほど

経過し、シーケンサーなしでは工場の自動化は

考えられないと言われるまでになってきました。

また、10年ほど前にはシーケンサーの統括用

として、従来 ミニコンピュターベースで行われ

てきた仕事が、マイクロコンピュターベ
=ス

で

行われるようになり、FAコ ンピュターという

製品が現れました。

近年、FAコ ンピューターは、パー

ソナルコンピューターゃヮークステー

ションの発達と併行 して、機能・性

能の向上には目ざましいものがあり、

シーケンサーと上位コンピューター

の橋渡しをするキーコンポーネント

として位置付けられるまでになりま

した。

(21hlltt「 lE (ContrOI BOard)

リレー盤とシーケンサー盤があり、

リレー盤は複雑な配線作業が伴い、

製作と変更には大変な労力が必要ですが、シス

テムは小、中規模で可能です。他方シーケンサー

盤は簡単な配線作業とプログラムで構成され、

変更はプログラムだけで対応可能ですが、大規

模システムになります。

(3)PLC(Programmable Logic Controller)

○ラダーダイアグラム方式 (Ladder Diagram)

リレー盤の制御方法をそのままプログラムに

置き換えたもので、従来から最も多 く使用され

ていますが、シーケンスの動きがラダー図の中

に入ってしまうため、設計者以外にはなかなか

理解されず、 1人の担当者にかかる負担や保守

上の問題等カツ旨摘されています。

○フローチャー ト方式 (日ow Chan)

フローチャートの状態でプログラミングでき

るためメカニカル装置等の動作状態が良く分か

ります。このため、制御盤関係以外の技術者で

も理解しやすい。

SFC(Sequential Function Chart)は シーケ

ンスの構造化ができ、動作の仕様を全体から個

々へ段階的に分けることができ、 トップダウン

プログラミングが可能です。

○高級言語方式

コンピューター用の言語であるBasic、 C、 Pascal

等によリプログラミングする方式で、他の言語

と併用される場合が多い。
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(4)CAD・ CAE/CAM
CAD(Computer Aided Design)1よ 、 設言十・

製図の自動化支援装置、CAE(Computer Aided

Engineering)は 設計の解析評価の自動化支援

装置 として発達 して きました。 また、CAD・

CAEの データをCAM(Computer Aided Manu

factuing)に 変換 し、工作機械へ転送すること

により設計～生産への一貫システム化が可能 と

なります。

現状では、管理用コンピューターと結びつき、

図面作成、部品表作成、発注、原価管理システ

ムヘと展開していく方向にあります。

(5)メ カ トロニクス (MechatrOnics)

Mechatronicsは メカニクス (Mechanics)と
エレクトロニクス (Electronics)を 合成 した和

製英語で、機械の電子化を表します。

FAシステムを底辺から支えるものとして、

メカトロ技術が挙げられ、主な技術要素は制御

技術 (ソ フ トウエアー
)、 センサの応用、アク

チュエーター、メカニズム設計です。システム

の代表的なのが産業用ロボットです。

3.FAのまとめ

FAシ ステム構築における問題点と技術傾向

をまとめると、次のとおりになります。

(1)汎用のホス トコンピューターおょび管理用コ

ンピューターのソフトウエアーは、ファイル間

のデータを取 り扱うソフトウエアーが多いため、

プログラミングが容易です。

(2)PLCの機能として、データ処理が重要になっ

てきており、これに対処するために、数値演算

命令等が強化されていますが、PLCの プログラ

ム方式の主流であるラダーダイアグラム方式は

データ処理に向いていない状況です。このため、

データ処理に適したプログラム言語であるBasic、

C、 Pascal等 のコンピューター言語が使用でき

るPLCが出現 してきており、今後が期待されま

す。

(31■産ラインの自動イいこついてはハードウエアー

としては、ほとんど解決 しつつあります。問題

はソフトウエアーのシステム開発にあります。

ソフトウエアーシステムに柔軟J性 を与えるため、

コンピューター関連設備を拡大導入し、新しい

生産管理システムの開発こそ、これからの技術

動向の主流となるでしょう。

イメージ処理技術を取 り込んだ高度マン・マ

シーン・インターフエイス、意思決定支援ツー

ルのサポートが期待されます。

(4)メ カトロ分野においては、フレキシブルな対

応が可能な産業用ロボットの積極的な導入が必

要であり,FAシ ステムの構築には、総合的な技

術が要求されます。このため、SE(システム設

計技術者)が不足 しており、技術者の育成が重

要課題であります。

4.FAと CIMに関 して日本の企業の事例を紹

介 (紙面の都合により内容は省略 )

5.FAか らCIMへの今後の展望を紹介 (紙面

の都合により内容は省略 )

6.技術移転した場合のブラジルヘの影響カ

1960年代から現在まで、市場のニーズ、生産

のシステムが著しく変化 し、少品種多量生産か

ら多品種少量生産へと移行 してきました。自動

化・省力化機器もその要望に応え、専用生産設

備からよリフレキシブルなマシニングセンター、

NCマ シーン、ロボット等が主流になっていま

す。これらのハードウエアーについては、ほぼ

要求を満たす機器が開発されています。

今後の生産ラインの自動化・省力化はソフト

ウエアーを主眼とした トータル生産システムの

開発が必要となります。

コンピューターを中心とした自動化・省力化

の影響力は次の項目のとおりで、具体的な事例

は紙面の都合で省略します。

(1)コ ス トダウン (2)労働環境の改善 (3)省エネル

ギー・省資源の推進

(4)省力・省人化による合理化 (5)品質の安定と

納期の短縮 (6)その他

6
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滋賀公園のタブレット前にて、通訳の和子先生と筆者

■見聞記

(ブ ラジ リア ン とのふ れ あい )

○滋賀ア ミーゴの会の夕食会で、ガウーシ ョ

(牧童 )の ショーを見ながら、シュラスコ料理

(肉が中心のブラジルの最 もポピ■ラエな料理

で、牛肉等を大きな串にさして炭火で焼いたも

の)と砂糖 きびから造ったピンガ (ア ルコール

分50度位の地酒)に砂糖とレモンを加えたカイ

ピリーニャと呼ばれる飲物等を御馳走になり、

デザートは私の好物のチョコレートとアイスク

リームと砂糖がたっぷ り入ったコーヒーでした。

夜遅 くまで遊び、技術交流等朝早 くから行動す

るブラジリアンのスタミナの秘訣は案タトこのよ

うなところにあるのかもしれません。

今も、この極め付きの美味しい料理に格別の

思いがいたします。

○ブラジルはポル トガル語ですが、その他の南

米はスペイン語です。発音と単語は異なるもの

もありますが、同じものもあり、かつ文法がよ

く似ており、本人の努力にもよりますが、両方

の言葉を話せる方々が多く見受けられました。

しかし、英語の方は私が思ったより苦手のよ

うでした。セミナーに参加されたブラジリアン

・デ 。ジャネイロ
パウロ

卜・アレグレ

の医師と昼食を供にしての雑談の中で、スペイ

ン語は問題ないが、英語は仕事がら本を読んだ

り、文献を調べた りするので読み書 きはできる

が、会話は難 しいとのコメントが通訳を通 して

返ってきました。

セナイ設立50周年の記念すべき国際セミナー

に招待され、講演することができ、また滋賀県

として協力できましたことを大変嬉 しく思いま

すとともに今回お世話いただいた方々に、いつ

の日か再会できますことを夢見ております。

かえりみますと、渡航 3週間前に体調を崩 し、

関係の方々に少なからず御迷惑をおかけしまし

たが、順調に快復 してアミーゴとの約束を果た

すことができました。

ブラジルでは今、日本のハイテクを学び、成

果をおさめようとする積極的な姿勢が幾つか伺

えますが、地球の裏側との技術交流がますます

活発になりますことをひとえに願っております。

最後に、今回の私の派遣に配慮 してください

ました方々に深謝申し上げます。

ブラジル



ニューラルネットワーク

―脳を手本とした情報処理システムー

技術第一科 川崎雅生

■ニューラルネットワークとは
計算機のハード・ソフトの発達により、その

応用分野は飛躍的に増加 しています。計算機の

特徴は、驚異的な計算速度と正確無比な記憶力

にあり、これは人間のかなわない能力です。

しかし、これらの能力を引き出すためには、

処理すべき情報を人が分析 し、どういった順序

でどう処理するかまでを全て教える (プログラ

ムする)必要があります。従って、人が論理的

な処理の方法を完全には分析できない分野 (類

推や連想で処理 している分野)では、まだまだ

実用的なレベルに達していません。

こういった分野で非常に優秀な手本が自然界

にいっぱいあります。脳です。この脳を手本と

して新 しい概念のハード・ソフトで情報処理を

行おうとするのが、ニューラルネットワークで

す。

■ニューラルネットワークの特徴
人間の脳の中には、 100億個以上のIEI経細

胞が存在 し、並列処理を行っています。一つ目

の特徴は、この構造を模倣 した並列処理装置に

より、互いに影響 しながら同時に異なる処理を

行うことです (並列分散処理 )。

また、人間は、学習により各種の情報処理を

行っています。二つ目の特徴としては、この学

習機能を模倣 した (行 うべき処理を学習により

獲得する)能力を持っていることです。つまり、

学習データを与えてやると、目的に合うように

自分自身を変化させて調整する (自 己組織化 )

能力があります。

ただし、並列処理といっても脳に比較すると、

はるかに単純で規模 も小さいのが現状であり、

人間の学習機構そのものが未解明であるため学

習能力も人間とは、比較にならないほど未発達

なのが現状です。

■ニューラルネットワークの

構成と学習のしくみ
現在までに、いろいろなニューラルネットワー

クが提案されていますが、基本的には図 1に示

すように相互結合型と階層型の 2つ に分けられ

ます。

どちらも神経細胞 (ニ ューロン)に似せた多

入力 1出力の素子 (ユニット)で構成されてお

り、各ユニットu間は、信号がある重みW(結
合荷重)をつけられて流れます (実際のニュー

ロン間のシナプス結合と呼ばれる結合と似てい

ます )。 そして、次のユニットの出力 ujは、入

力となる手前の uiと 結合荷重 W ijの積の総和に、

応答関数 fに よる変形を加えて決定されます

(こ の応答関数 fは 、実際の神経の応答と同じ



■
層

ような非線形特性を持ち、入力がある値を超え

たときに出力 1を 出すようなものが選ばれます )。

図 2に応答関数の例を示 します。

結合荷重を教示データに応 じて、繰 り返し変

化させることにより、目的とする望ましい出力

(状態)を得られるようにすることを、「学習」

と呼んでいます。結合荷重の変化のさせかたに

はいろいろありますが、基本的な考え方は次の

通 りです。

Stepl:適 当な初期値を結合荷重とする。

Step2:入カデータと結合荷重を使って、出力

を計算する。

Step3:出 力と望ましい出力との誤差 (評価関数

と呼ばれています)を 求める。

Step4:誤差が決められた値より刻ヽさければ、

学習は終了する。

Step5:誤差の値が減少するように、結合荷重

を変化させる。

Step6:Step2に 戻る。

■ニューラルネットワークの今後
以上述べたニューラルネットワークは、神経

回路そのものの動作原理が解析された結果に基

づ くものではありませんが、特定の分野では、

非常に大きな能力をもっています (組み合わせ

最適化問題、音声認識、パターン認識等 )。

一方、実際の脳そのものを調べ、人間らしい

精神活動に至るまでの情報処理システムの開発

に取 り組 もうとする動きもあり、さらに新 しい

ハードウェアや学習能力を強化するための検討

が、脳生理学者や心理学者も交えて討論されて

います。この試みが、成功するのか、何年後に

実用化されるのかは、現時点ではわかりません

が、非常に興味のあることには違いありません。

【参考文献】

中野監修:「 ニューロ コンピュータふ 技術評論社

志水英二:「 ここまできたニューロ技術ふ 日刊工業

新聞社、電子技術 (1993, 1)
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比表面積 。細孔分布測定装置

機器紹介

平成 4年度自転車振興会補助機器

活性炭やシリカゲルのような多子L質材料はそ

の性能を評価する指標として単位重量当たりの

表面積つまり比表面積を測定する必要がありま

す。また、内部に開いた孔、細孔の大きさがど

のような分布をしているかという測定をする必

要があります。

この装置は比表面積 と細孔分布を測定する装

置で、従来の装置のように非常に煩雑で熟練を

要 した測定を自動的に測定できます。前処理部

と測定部が独立しているために、それぞれの操

作が並行 して行えます。

また、コンピュータにより測定の実施、条件

・結果の保存、計算が行えるため、一度行った

測定の結果を有効に利用することができます。

【日本ベル(株 )

測定方式

最刻ヽ測定比表面積

細孔半径解析範囲

測定温度

ベルソープ28SA型 】
仕様

定容量式ガス吸着法

0.001m2/g

O.15´-100am

77K、 0～ 70℃
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電子線二次元粗さ解析装置

試料表面の微細な凸凹を非接触で測定する機

器で、真空状態で電子ビームを走査させ、 4個

の 2次電子検出器の信号をコンピュータで演算

することにより凸凹像、鳥厳図、等高線図、表

晒粗さ、 2点間距離 (XYZ)な ど力γ尋られます。

【(株)エ リオニクス ERA-8000】
仕様

分解能      Z方 向   hm
XY方向  10■m

試料ホルダー寸法 最大ω150mm× H15mm

またはり50mm× H30mm

観察倍率     30～ 100,000倍

解析機能     カラー鳥隊図、カラー等高線図

切断面曲線、2点 間の距離、

高低差、傾 き

粗さパラメータ   Ra,Rmax,Rz

平成 4年度自転車振興会補助機器

雰囲気式超高温電気炉

電気炉による材料の焼成や熱処理は大気下で

行われる場合、酸素雰囲気であるため、酸化や

燃焼という反応をおこしてしまいます。そこで、

この反応を抑えるのには電気炉内の大気を取 り

除く必要があります。

本装置は炉内を窒素やヘリウムなどの不活性

ガス寡囲気中で材料の焼成や熱処理を行う、ガ

ス封入機構を備えた電気炉です。

プログラム機能により温度プログラムが可能

です。

平成 4年度自転車振興会補助機器

【(株)モ

最高使用温度

使用ガス

炉内寸法

ガス流量

トヤマ  AMい 2025D】
仕様

窒素、ヘ リウム雰囲気下で1800℃

窒素、ヘ リウム

200× 200× 250mm

O.25～ 5.00ゼ /min

よ

凛
編
森
絹

・

一

・
・一・
・・
・一
・

・一一一
一・一
　

一
一
　

´
懲

患

霞

Ｅ

Ｅ

Ｂ録 お甚Ⅲ
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定員 日数 (時間 )期 講座名 内容のポイン ト 実施予定月

4～ 11 20 50(1904 機械システム学科

第一線中堅技術者育成を目的とした機械設計の入門基礎知

識を学習しますと講師は龍谷大学の教授陣を中心に、民間
企業の技術者で構成します。自動化の時代に対応してメカ

トロ技術の入F]基礎知識も併せて学習します。

20 80091
―鉄鋼素材をうまく利用するための―

鉄鋼材料 と熱処理

鉄鋼材料は、熟処理でその性能を向上させています。鉄鋼

材料の基礎理論から応用技術まで、実習や実践上のアドバ

イスを交えて学習します。

9(3092
プラスチック射出成形

加工技術

プラスチック材料と各種成形法を概説し、射出成形につい

ては、金型設計、不良品対策を含め詳説し、さらに寸法精

度、エンジエアリングプラスチックについても解説しま

す。

20

パソコンで最も良く使われるBASIC言 語について、基礎か

ら簡単なソフ ト作成までを学習 します。さらに、パソコン

間通信をゼ ミナール方式で学習 します。

6-7 20 13“か93 BASIC言 語

20 4確か94
プログラマブルコントローラ

フ(F日

プログラマブル・コントローラ(PC)自動化・省力化入門

講座としてPCの基本機能を説明するとともに、 トレーニ

ングキットを用いてプログラム作成などを学習します。

95
プログラマブルコントローラ

中級

プログラマブル・コントローラ(PC)自動化・省力化入門

講座の修了者を対象にしてPC～ パソコン、 PC～ PCリ
ンクについての実習を主体にして学習 します。

20 2(16)

メカトロニクスの基礎である駆動部 (ア クチュエーター)や

対象の状態を知るセンサおよびサーボ機構などメカトロ機
器本体や周辺機器の動作について簡単な実習を交えて学習
します。

9～ 10 20 12い096 メカトロニクス基礎

10 20 3(2ω97
一自動化のための一

センサ技術

FAシステムの導入に欠かすことの出来ないセンサについ

て、センサの種類、動作原理、応用技術について実例を交

えて学習します。

10～ 12 20 19(7098
―メカトロニクスのための一

C言語

マイコンの基本概念からC言語の解説まで、演習を交えて

学習します。さらにロボットなどの実習機器の制御プログ

ラムを作成 し、作動させる演習をゼミナール形式で学習し

ます。

99 プレス加工技術
打抜き、曲げ、絞 りなどの成形加工や型設計の留意点、型

の摩耗対策、素材と加工法など最近の技術や安全対策につ

いて学びます。

11～ 12 20 890

メカトロシステムに必要となるシステム設計の考え方やア

クチュエータ、センサおよびメカトロシステムの構成部品
などの市販モジュールの種類と選定方法・利用方法につい

て解説します。

平成6年
1～2

20 8●り100
―各種モジュールの利用方法―

メカ トロニクス実用

18 6●分101
パソコンインターフェイス

技術

パソコンで計損1・ 制御を行なうにはインターフェイス技術

が必要です。市販の入出カボー ドなどを利用 したインター

フェイス技術について実習を交えて学習します。

20 8像⊃102
―プラスチックをうまく使うための一

プラスチック材料の利用技術

プラスチックの基礎的性質、製品企画、材料選択、成形法、

製品設計および検査などプラスチック材料を利用するうえ
での基本的知識を学び、さらに新機能材料について解説し

ます。

15 5(20)103 食品加工技術
食品加工の基本である衛生管理技術および食品技術の新し
い活用技術などを学びます。さらに、新食品素材の動向、

話題の食品技術および開発事例などについて紹介します。

長期間技術研修講座

短期間技術研修講座

13

※ 都合により開催月、内容等を変更する場合があります。



5 INCERITY

其′い

NDUSTRY
助勉 Π

iCETY
柿徹 h NOWLEDGE

知f識 0 UTPUT
成果

平
成
５
年
度

「技
術
研
修
講
座
年
間
計
画
」

予
約
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

■
研
修
の
近
況

当
講
座
も
お
陰
様
で
、
開
始
以
来
８
年
目
を
終

へ
、
延
べ
２
，
０
０
０
名
の
方
々
が
利
用
さ
れ
ま

し
た
。
『人
は
石
垣
、
人
は
城
』
人
材
こ
そ
企
業

発
展
の
礎
で
す
。
勉
強
す
る
時
間
の
と
れ
る
今
こ

そ
人
材
育
成
の
好
機
で
す
。
ま
た
、
研
修
施
設
も

充
実
し
ま
し
た
。
ど
う
か
皆
さ
ん
奮

っ
て
ご
応
募

く
だ
さ
い
。

■
仮
予
約
を
早
め
に

別
紙
の
年
間
計
画
を
設
定
い
た
し
ま
し
た
。
自

社
の
年
間
教
育
計
画
に
希
望
講
座
を
繰
込
み
頂
い

た
上
で
、
受
講
予
定
の
講
座
を
と
り
あ
え
ず
ご
予

約
く
だ
さ
い
。
予
約
状
況
を
ニ
ー
ズ
の
バ
ロ
メ
ー

タ
ー
と
し
て

（そ
れ
を
参
考
に
し
て
）
講
座
の
詳

細
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
を
作
成
し
ま
す
。
そ
し
て
講
座

開
始
の
約
１
ケ
月
前
に
ご
予
約
者
な
ら
び
に
県
下

の
各
企
業
に
こ
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
配
布
い
た
し

ま
す
。
予
約
者
の
方
は
こ
れ
を
見
た
上
、
受
講
の

可
否
を
決
定
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
予
約
し
て

い
な
い
方
も
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
を
見
て
申
込
み
く
だ

さ
い
。
定
員
超
過
の
場
合
は
予
約
者
を
優
先
し
ま

す
。
し
か
し
、
予
約
数
が
定
員
を
上
回
っ
た
場
合

は
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
の
配
布
は
予
約
者
の
み
と
せ
ざ

る
を
得
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■
長
期
間
研
修

『機
械
シ
ス
テ
ム
学
科
』

４
月
に
開
講
し
て
１
１
月
ま
で
の
８
ヶ
月
間
、

延
べ
６
５
回
の
長
期
間
研
修
で
、
平
成
、．２

年
度
に

第
１
期
を
実
施
し
、
平
成
５
年
度
は
第
４
期
を
実

施
し
ま
す
。
工
場
見
学
、
龍
谷
大
学
で
の
実
験
、

演
習
等
毎
年
内
容
を
更
新
し
て
お
り
、
平
成
５
年

度
は
、
よ
り
充
実
し
た
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
で
４
月
よ

り
開
講
予
定
で
す
の
で
、
ご
利
用
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

龍谷大学での実習風景CAD実習

12



防食技術基礎講座、ポテンショススタッフによる腐食実験C言語講座、自動車倉庫の教材による実習

定

評

の
あ

っ
た

Ｄ

Ｅ

Ｃ

社

の

Ｖ

Ａ

Ｘ

ｌ

１

／

７

８

０
な
ど
で
電
カ
シ
ス
テ
ム
の
研
究
を
し
て
い
ま
し

た
。
こ
の
時
は
、
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
Ｒ
Ａ
Ｎ
を
使

っ
て
い

ま
し
た
。
そ
し
て
１
９
８
０
年
頃
だ

っ
た
で
し
ょ

う
か
、
米
国
ゼ
ロ
ッ
ク
ス
社
の
パ
ロ
ア
ル
ト
研
究

所
で
基
本
構
想
が
つ
く
ら
れ
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
機
も

開
発
さ
れ
て
い
た
ワ
ー
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
市
販

機
が
日
本
に
も
輸
入
さ
れ
始
め
た
の
で
、
さ
っ
そ

く
Ａ
ｐ
ｏ
ｌ
ｉ
ｏ
と
い
つヽ
ワ
ー
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

を
使
い
始
め
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
Ｒ

Ａ
Ｎ
の
ほ
か
に
、
知
識
ベ
ー
ス
シ
ス
テ
ム
を
研
究

す
る
た
め
、
Ｏ
Ｐ
Ｓ
５
と
い
う
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン

ル
ー
ル
型
の
知
識
処
理
言
語
や
Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｌ
Ｏ
Ｇ
と

い
う
論
理
推
論
用
の
言
語
な
ど
を
使
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
１
９
８
８
年
に
龍
谷
大
学
理
工
学
部

へ
勤
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
勤
め
る
に
あ
た
っ

て
、
こ
れ
か
ら
の
計
算
機
環
境
を
ど
の
様
に
構
築

し
よ
う
か
と
考
え
た
結
果
、
今
後
は
、
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｔ

Ｒ
Ａ
Ｎ
と
同
様
に
科
学
技
術
計
算
が
で
き
る
上
に
、

ア
セ
ン
ブ
ラ
の
よ
う
な
こ
ま
や
か
な
処
理
も
で
き

る
Ｃ
言
語
で
シ
ス
テ
ム
を
造
る
こ
と
に
し
よ
う
と

決
め
た
わ
け
で
す
。

そ
し
て
現
在
で
は
研
究
室
に
あ
る
Ｓ
Ｕ
Ｎ
と
い

う
ワ
ー
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
や
、
各
社
の
パ
ソ
コ
ン
、

ノ
ー
ト
ブ
ッ
ク
型
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
な
ど
す
べ
て
の

計
算
機
で
Ｃ
言
語
が
つ
か
え
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

現
在
で
は
、
卒
業
研
究
と
し
て
４
年
生
に
は
コ
ン

ピ

ユ
ー
タ
ビ
ジ
ョ
ン
や
制
御
系
設
計
の
エ
キ
ス
パ
ー

ト
シ
ス
テ
ム
な
ど
を
Ｃ
言
語
で
開
発
し
て
も
ら
っ

て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
し
て
Ｃ
言
語
で
い
く
つ
か
の
シ
ス

テ
ム
を
開
発
し
、
そ
の
使
い
や
す
さ
を
実
感
し
て

い
た
頃
に
、
滋
賀
県
工
業
技
術
振
興
協
会
か
ら

「
メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
の
た
め
の
Ｃ
言
語
講
座
」
の

依
頼
が
来
た
わ
け
で
す
。　
一
人

一
台
の
パ
ソ
コ
ン

を
使
っ
て
の
Ｃ
言
語
の
講
習
と
、
ロ
ボ
ッ
ト
、
自

動
倉
庫
な
ど
の
機
械
制
御
の
実
習
を
セ
ッ
ト
で
行

う
と
い
う
こ
と
で
す
の
で
、
こ
れ
は
Ｃ
言
語
の
良

さ
を
多
く
の
方
々
に
知

っ
て
い
た
だ
く
良
い
機
会

だ
と
思
い
お
引
き
受
け
し
た
次
第
で
す
。
当
初
は
、

龍
谷
大
学
の
堤
先
生
と
私
、
昨
年
は
中
野
先
生
と

私
が
最
初
に
Ｃ
言
語
の
講
義
と
講
習
を
行
い
、
そ

の
後
、
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
の
多
く
の
方
々
が
講

師
と
な
っ
て
機
械
装
置
の
制
御
を
Ｃ
言
語
で
実
習

す
る
と
い
う
実
戦
的
な
講
座
と
な
り
ま
し
た
。
マ

イ
ク
ロ
プ
ロ
セ
ッ
サ
の
発
展
と
と
も
に
、
従
来
の

機
械
装
置
を
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
化
し
た
マ
イ
ク

ロ
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
制
御
が
普
及
し
、
機
械
を
電
子

計
算
機
で
制
御
す
る
メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
技
術
が
必

要
と
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
マ
イ
ク
ロ
コ
ン
ピ

ュ
ー

タ
制
御
は
今
ま
で
は
ア
セ
ン
ブ
ラ
言
語
で
行
う
こ

と
が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
生
産

性
と
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
内
容
が
理
解
し
や
す
い

（可
読
性
の
良
い
）
こ
と
か
ら
、
〇
一一一口語

へ
と
置

き
換
え
ら
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
ま
た
科
学
技
術
計

算
や
そ
の
た
め
の
ラ
イ
ブ
ラ
リ
も
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
Ｒ
Ａ

Ｎ
か
ら
Ｃ
言
語

へ
と
移
行
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ

の
時
期
に
あ

っ
て
、
本
講
座
は
ひ
じ
ょ
う
に
タ
イ

ム
リ
ー
で
あ

っ
た
と
思
い
ま
す
。
今
後
も
多
く
の

方
々
が
受
講
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。
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5 INCERITY

ⅢⅢい I

NDUSTRY
勤勉 Π

ICETY
精撒 h NOWLEDGE

佑!li識 0 UTPUT
成熙

基
礎
説
明
等
に
も
水
質
の
見
方

・
水
の
性
格
の
と

ら
え
方
を
説
明
し
、
水
に
よ
る
腐
食
の
メ
カ
ニ
ズ

ム
と
腐
食
形
態
を
示
し
て
原
因
推
定
の
基
礎
知
識

と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
腐
食
形
態
に
つ
い
て
は
ス

ラ
イ
ド
や
実
物
で
説
明
し
て
い
ま
す
の
で
、
腐
食

事
例
発
生
の
機
に
思
い
出
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
解

決
の
糸
日
も
見
つ
か
る
か
と
思
い
ま
す
。

尚
、
講
義
で
は
水
に
よ
る
腐
食
の
み
な
ら
ず
、

相
互
関
連
の
あ
る
水
に
よ
る
ス
ケ
ー
ル

・
汚
れ

。

藻
類

・
微
生
物
の
実
体
と
そ
れ
ら
の
防
止
技
術
に

つ
い
て
も
説
明
し
参
考
と
し
て
お
り
ま
す
。

単
に
腐
食
障
害
発
生
時
の
対
応
に
と
ど
ま
る
こ

と
な
く
、
腐
食
予
防
に
役
立
て
て
い
た
だ
け
れ
ば

幸
い
で
す
。

メ
カ
ト
ロ
エ
ク
ス
の
た
め
の
Ｃ
言
語
講
座

「
Ｃ
言
語
へ
の
道
」

も
う
２
０
年
ほ
ど
前
に
な
る
で
し
ょ
う
か
、
私

が
始
め
て
本
格
的
に
計
算
機
を
使
っ
た
の
は
、
大

学
４
年
生
の
卒
業
研
究
か
ら
大
学
院
の
２
年
間
に

か
け
て
、
当
時
と
し
て
は
最
新
鋭
の
ミ
ニ
コ
ン
で

あ

っ
た
米
国
Ｄ
Ｅ
Ｃ
社
の
Ｐ
Ｄ
Ｐ
／
８
Ｅ
と
い
う

計
算
機
で
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ビ
ジ
ョ
ン

（
ロ
ボ
ッ
ト

の
視
覚
）
の
研
究
を
し
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
研

究
室
に
あ

っ
た
唯

一
の
計
算
機
で
、
こ
れ
を
４
、

５
人
の
学
生
で
使
う
も
の
で
す
か
ら
１
日
２
４
時

間
を
各
人
に
割
当
て
て
夜
中
も
実
験
を
進
め
て
い

ま
し
た
。
サ
イ
ズ
は
今
の
大
型
の
冷
蔵
庫
く
ら
い

の
大
き
さ
で
し
た
が
、
主
記
憶
は
１
０
Ｋ
ワ
ー
ド

程
度
だ

っ
た
と
思
い
ま
す
。
現
在
で
は
パ
ソ
コ
ン

で
も
最
低
６
４
０
Ｋ
バ
イ
ト
は
あ
る
の
で
す
か
ら

隔
世
の
感
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
時
は
ア
セ
ン
ブ
ラ

言
語
を
使
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
大
学
院
を
無
事
終
了
し
て
電
機
会
社

の
研
究
所
に
勤
め
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
Ｉ
Ｂ
Ｍ

の

大

型

計

算

機

や

Ｍ

Ｅ

Ｌ

Ｃ

Ｏ

Ｍ

‐
Ｃ

Ｏ

Ｓ

Ｍ

Ｏ

７
０
０
と
い
う
中
型
の
計
算
機
、
使
い
や
す
さ
に

龍
谷
大
学
　
助
教
授
　
藤
原
　
良

一

10



技
術
研
修
講
座
に
想
う
こ
と

防
食
技
術
基
礎
講
座

「腐
食
現
象
と
防
食
処
理
に
つ
い
て
」

甲
竜
工
業
株
式
会
社
　
有
城
　
一詈
信

例
え
ば
、
鉄
柵
の
腐
食
と
塗
装
に
よ
る
サ
ビ
止

め
等
は
、
誰
も
が
身
近
な
問
題
と
し
て
経
験
し
、

且
つ
鉄
柵
の
腐
食
は
雨
や
大
気
中
の
湿
気
等
の
水

が
影
響
し
て
い
る
事
は
誰
も
が
知

っ
て
い
ま
す
。

神
社
や
寺
社
の
屋
根
材
に
使
用
さ
れ
て
い
る
銅

板
は
、
最
初
赤
銅
色
を
し
て
い
ま
す
が
次
第
に
青

緑
色
に
変
化
し
て
い
き
ま
す
が
、
こ
れ
は
塩
基
性

炭
酸
銅
を
主
成
分
と
し
た
緑
青

（
ロ
ク
シ
ョ
ウ
）

が
生
成
し
た
為
で
す
が
、
こ
の
緑
青
が
サ
ビ
の

一

種
で
ユ
つ
銅
板
の
表
面
を
保
護
す
る
皮
膜
で
あ
る

こ
と
は
集
外
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

こ
れ
ら
の
例
の
様
に
、
身
近
な
処
で
多
々
直
面

す
る

「腐
食
と
防
食
」
に
関
し
て
非
常
に
重
要
な

電
気
化
学
的
な
説
明
だ
け
で
は
興
味
も
湧
か
ず
探

求
心
を
も
失
し
な
い
が
ち
に
な
る
で
し
ょ
う
。

で
は
、
ど
の
様
に
説
明
す
れ
ば
良
い
の
で
し
ょ

う
か
。
最
も
安
易
な
方
法
は
実
験
を
行
な
い
、
日

で
見
る
事
で
し
ょ
う
。
私
は
腐
食
現
象
を
説
明
す

る
に
あ
た
っ
て
簡
単
且
つ
有
名
な

「
エ
バ
ン
ス
の

塩
滴
試
験
」
を
実
践
し
て
い
ま
す
。
何
故
な
ら
数

時
間
で
平
易
で
あ
り
更
に
肉
眼
で
見
て
応
じ
ら

れ
る
腐
食
実
験
は
こ
れ
以
外
に
見
当
ら
な
い
か

ら
で
す
。
さ
ら
に
、
仕
事
上
種
々
の
腐
食
現
象

を
経
験
し
て
い
ま
す
の
で
、
実
際
の
腐
食
例
を

実
物
と
ス
ラ
イ
ド
で
示
し
各
々
の
腐
食
原
因
と

対
策
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
ま
す
。

さ
て
、
鉄
柵
が
腐
食
し
た
と
し
ま
す
。
ほ
と

ん
ど
の
人
は
サ
ビ
を
落
と
し
て
ペ
ン
キ
を
塗
る

で
し
ょ
う
。
と
こ
ろ
が
処
置
が
充
分
で
な
い
為

に
毎
年
同
じ
事
を
繰
り
返
し
ま
す
。
し
か
し
、
熱

交
換
器
や
タ
ン
ク
の
様
な
機
器

・
設
備
の
腐
食
で

あ
れ
ば
、
そ
の
原
因
を
調
査
す
る
為
に
、
状
況
の

把
握

・
原
因
推
定

・
各
種
分
析

・
確
認
試
験
等
を

経
て
対
策
を
得
ま
す
ね
製
品
の
ク
レ
ー
ム
な
ら
な

お

一
層
の
努
力
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

こ
の
根
本
で
あ
る
原
因
推
定
に
役
立
つ
の
が
腐

食
と
防
食
の
基
礎
知
識
で
あ
り
経
験
で
あ
ろ
う
と

思
い
ま
す
。
腐
食
の
原
因
に
つ
い
て
は
水
が
関
与

し
て
い
る
場
合
が
多
く
あ
り
ま
す
の
で
、
腐
食
の
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■融合化センター

異業種企業の交流の拠点として、

利用できます。また、企業の必要
とする研究情報、技術情報、催事

案内、企業活動にともなうニーズ
・シーズ情報など種々の媒体を利
用した情報通信ネットワークの構

築などにより情報発信機能の充実
を行っていきます。

■1'1警工■.

■図書 室

図書室にはJIS・ ASTM規格、
工業系技術専門文献、技術雑誌
等約9,000冊 があり、閲覧でき
ます。また、コピー、貸出しサー
ビスも行っています。

■特許公報閲覧室
公開特許 。実用新案公報など

を保有し、随時、閲覧、コピー

サービスができます。

■産学官交流室
企業と大学、公設試験研究機関

などが研究会を開催したり、共同

研究を行ったりの、産学官交流を

進めていくための場です。

■ レス トラン

会館を訪れる人が軽食や喫茶を

利用できます。

■情報提供室
図書室の一角には情報提供室を

設け、科学技術文献 (JOIS)。 特
許 (PATOLIS)の データベース

を検索できます。また、特許庁と
のオンラインによる電子出願が可
能です。



工
業
技
術
振
興
会
館
の概

要

平
成
４
年
度
の
科
学
技
術
振
興
プ
ラ
ザ
は
１
１

月
１
２
日
、
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
開
催

し
ま
し
た
が
、
こ
の
日
は

一
年
余
り
前
か
ら
セ
ン

タ
ー
敷
地
内
の

一
角
に
建
設
中
で
あ
り
ま
し
た
工

業
技
術
振
興
の
た
め
各
種
の
ソ
フ
ト
事
業
推
進
の

拠
点

、
工
業
技
術
振
興
会
館
が
完
成
し
、
竣
工

式
が
併
せ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
あ
と
自
由
に

施
設
内
を
見
学
し
て
い
た
だ
き
、
会
館
の
利
用
を

よ
び
か
け
る
と
と
も
に
今
後
の
事
業
展
開
に
つ
い

て
も
ぜ
ひ
提
言
や
ご
意
見
を
い
た
だ
く
よ
う
お
願

い
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
竣
工
な
っ
た
会
館
の
概

要
を
紹
介
し
ま
す
。

■
工
業
技
術
振
興
会
館
の
機
能

工
業
技
術
振
興
会
館
は
、
次
の
３
つ
の
機
能
を

有
す
る
施
設
で
す
。

す
な
わ
ち
、
　

高
度
技
術
者
育
成
機
能

情
報
収
集

・
提
供
機
能

産
学
官

・
異
業
種
交
流
機
能

こ
れ
ら
の
機
能
を
十
分
活
か
す
た
め
、
工
業
技

術
振
興
会
館
に
は
以
下
の
よ
う
な
諸
施
設
を
備
え

て
お
り
ま
す
。

■研修室

現在、年間 14コ ース (長期間 1コ ース含む)の技

術1,F修 講座を開講しており、このための教室として全

部で 5室あります。

■エン トランスホール

各種の製品、機器展示会、テクノマート、発明展な

どのイベ ントを開催で きます。
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■
科
学
技
術
の
歴
史
と
展
望

１
７
世
紀
に
始
ま
る
近
代
科
学
の
歴
史
を
河
に

例
え
る
と
、
最
初
の
１
７
世
紀
は

『滝
の
時
代
』

と
呼
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
時
代
は
ガ
リ
レ
オ

か
ら
ニ
ュ
ー
ト
ン
に
至
る
ま
で
で
あ
る
が
、
そ
れ

ま
で
の
宗
教
が
支
配
し
て
い
た
価
値
観
か
ら
理
性

を
追
求
す
る
価
値
観

へ
大
き
く
変
わ
っ
た
時
代
で

あ

っ
た
。
そ
し
て
そ
の
論
議
の
中
心
は
、
真
空
の

存
在
等
に
代
表
さ
れ
る
物
質
の
構
造
、
白
色
光
の

分
光
と
い
っ
た
光
の
本
性
、
顕
微
鏡
の
発
明
に
よ
っ

て
探
究
の
道
が
開
け
た
生
命
の
榊
秘
等
で
あ
る
。

そ
れ
に
続
く
１
８
世
紀
は

『淵
の
時
代
』
と
呼

ぶ
こ
と
が
で
き
る
。
１
６
、
１
７
世
紀
に
始
ま
っ

た
科
学
の
流
れ
が
、
こ
の
時
代
に
数
学
を
駆
使
し

公
式
を
導
き
出
す
手
法

へ
と
進
展
し
、
洗
練
さ
れ

て
い
っ
た
。
ま
た
同
時
に
研
究
所
、
学
会
お
よ
び

大
学
な
ど
の
研
究

・
教
育
の
場
も
こ
の
こ
ろ
か
ら

で
き
始
め
て
い
る
。

１
９
世
紀
は
フ
ァ
ラ
デ
ィ
ー
が
王
立
研
究
所
で

電
気
や
磁
気
に
関
す
る
多
大
な
る
業
績
を
生
み
だ

し
、
孝
不
ル
ギ
ー

・
生
物

・
遺
伝

・
進
化

・
化
学

・
分
子

・
原
子
等
に
つ
い
て
目
覚
ま
し
い
発
展
を

遂
げ
か

つ
そ
れ
ぞ
れ
が
互
い
に
影
響
し
あ

っ
た

『急
滞
の
時
代
』
で
あ
る
。
こ
の
時
代
は
産
業
草

命
が
始
ま
り
、
科
学
と
技
術
が
結
び
つ
い
た
時
代

で
も
あ
る
。・

２
０
世
紀
は
、
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
に
始
ま
る

科
学
が
充
実
し
た
発
展
を
遂
げ
た

『奔
流
の
時
代
』

で
あ
る
。
全
て
の
も
の
が
総
合
さ
れ
て
新
し
い
意

味
で
の
関
係
が
生
ま
れ
た
。

そ
し
て
２
１
世
紀
は

『大
河
の
時
代
』
と
呼
べ

る
。
そ
れ
ま
で
の
め
ま
ぐ
る
し
い
変
化
の
時
代
か

ら
成
熟
し
た
科
学
の
時
代
と
な
る
の
で
あ
る
。
そ

の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
は
環
境
で
あ
る
と
言
わ
れ
る
。

自
然
の
環
境
が
人
工
的
な
環
境

へ
と
変
化
し
、
そ

れ
に
よ
っ
て
人
間
自
体
も
変
化
し
て
い
く
。
全
て

の
学
問
が
人
間
の
学
問
で
あ
り
、
全
て
の
技
術
が

人
間
の
技
術
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
人
と

は
何
か
、
人
と
は
何
を
目
標
に
し
て
い
る
の
か
を

考
え
る
こ
と
こ
そ
が
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
を
考
え

る
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
２
１
世

紀
を
意
味
の
あ
る
も
の
に
す
る
た
め
に
、
「
人
が

如
何
に
生
き
、
如
何
に
行
動
す
る
べ
き
か
」
こ
れ

が
、
今
後
の
科
学
の
み
な
ら
ず
全
て
の
学
問
に
共

通
す
る
課
題
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

■
自
然
の
美

。
人
工
の
美

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
科
学
に
対
す
る
考
え
方
は
、

ホ
ー
キ
ン
ス
博
士
の

「人
間
の
完
全
な
勝
利
の
た

め
に
研
究
し
て
い
る
」
と
い
う
言
葉
に
象
徴
さ
れ

る
よ
う
に
、
人
間
に
よ
る
自
然
の
征
服
で
あ
る
。

し
か
し
、
我
々
日
本
人
は
自
然
を
征
服
す
る
よ
う

な
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。
自
然
か
ら
学
び
、
そ

こ
か
ら
新
し
い
も
の
を
作
り
出
す
、
言
わ
ば
自
然

の
美
か
ら
人
工
の
美
を
見
い
出
す
こ
と
を
目
指
し

て
お
り
、
ｔ
れ
か
ら
の
時
代
は
こ
の
考
え
が
大
切

な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

あ
る
イ
ギ
リ
ス
の
学
者
が
日
本
人
の
研
究
報
告

を
聞
き
、
Ｆ
」
れ
は
リ
サ
ー
チ

（
ｒ
ｅ
ｓ
ｅ
ａ
ｒ

ｃ
ｈ
）
で
は
な
い
」
と
言
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
し

か
し
、
日
本
で
い
う
と
こ
ろ
の
研
究
と
い
う
言
葉

に
は
リ
サ
ー
チ
よ
り
も
広
い
意
味
が
あ
る
。
言
う

な
れ
ば
リ
サ
ー
チ
と
は
理
性
を
追
求
す
る

『究
』

を
指
し
て
い
る
の
で
分
り
、
そ
れ
を
磨
き
上
げ
て

完
成
さ
せ
る
こ
と
、
即
ち
完
成
度
を
高
め
る
こ
と

で
あ
る

『研
』
も
含
め
て
我
々
は
研
究
と
呼
ん
で

い
る
の
で
あ
る
。
日
本
人
の
心
に
あ
る

『研
』
と

『究
』
が

一
体
と
な
っ
た
こ
の
考
え
が
、
現
在
の

日
本
の
高
い
技
術
力
と
工
業
発
展
を
も
た
ら
し
て

い
る
理
由
の

一
つ
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

近
江
に
暮
ら
す
人
々
の
気
質
は
、
黒
田
麹
底
の

如
く
、
故
郷
を
意
識
し
な
が
ら
も
、
世
界
に
目
を

向
け
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
自
然
の
美
か
ら

学
ん
だ
人
工
の
美
を
完
成
度
を
高
め
た
後
、
世
界

に
発
信
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
人
材
を
作
る

こ
と
が
今
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
こ
の
よ

う
な
人
材
の
育
成
が
工
業
技
術
振
興
会
館
に
課
せ

ら
れ
た
大
切
な
役
割
な
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

6
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工
業
技
術
振
興
会
館
竣
工
記
念
請
演

人
工
の
美
　
自
然
の
美
　
科
学
技
術
の
歴
史
と
展
望

京
都
大
学
前
総
長

・
京
都
大
学
名
誉
教
授

西
島
安
則
氏

■
使
命
感
に
燃
え
た
３
人
の
学
者

江
戸
末
期
か
ら
明
治
に
か
け
て
膳
所
で
活
躍
し

た
黒
田
掬
鷹
は
、
近
江
に
暮
ら
す
人
々
の
気
質
を

象
徴
す
る
人
物
で
あ
る
。
彼
は
江
戸
幕
府
の
度
重

な
る
妨
害
に
も
め
げ
ず
、
西
洋
文
化
を
日
本
に
紹

介
す
る
こ
と
に
使
命
感
を
持
ち
、
政
治

・
科
学

・

文
化

・
宗
教
等
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
翻
訳
本
を
出
版

し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
能
力
は
福
沢
諭
吉
か
ら
も

大
き
な
評
価
を
得
た
ほ
ど
で
、
明
治
２
５
年
に
そ

の
生
涯
を
閉
じ
る
ま
で
、
湖
国
に
お
け
る
教
育
に

尽
力
し
続
け
た
人
で
あ
る
。
当
時
は
ま
だ
農
業
県

で
あ

っ
た
も
の
の
、
そ
の
１
５
年
後
に
は
合
成
繊

維
製
造
業
を
中
心
と
す
る
工
業
県
と
し
て
変
化
す

る
ま
さ
に
転
換
期
で
あ
っ
た
。
　

「そ
れ
で
も
地

球
は
動
い
て
い
る
」
と
い
う
言
葉
で
有
名
な
ガ
リ

レ
オ

・
ガ
リ
レ
イ
。
彼
は
、
宗
教
裁
判
に
よ
る
判

決
が
誤
り
で
あ
っ
た
と
し
て
ロ
ー
マ
法
皇
に
よ
っ

て
３
６
０
年
ぶ
り
に
名
誉
回
復
が
な
さ
れ
た
。
彼

は
裁
判
の
中
で
地
動
説
を
否
定
し
な
が
ら
も
著
書

の
中
で
理
性
と
宗
教
は
別
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

彼
も
ま
た
教
会
に
よ
る
迫
害
を
受
け
な
が
ら
も
、

自
ら
の
理
性
を
追
求
し
よ
う
と
い
う
使
命
感
を
持
っ

た
人
物
で
あ

っ
た
。

そ
し
て
も
う

一
人
、
ガ
リ
レ
オ
没
後
ち
ょ
う
ど

３
０
０
年
目
の
１
９
４
２
年
１
月
８
日
に
生
ま
れ

た
ホ
ー
キ
ン
ス
博
士
。
彼
は
、
自
ら
を
ガ
リ
レ
オ

の
生
ま
れ
変
わ
り
信
じ
、
研
究
を
続
け
て
い
る
。

そ
の
彼
が
筋
萎
縮
症
で
２
１
３
年
の
余
命
と
診
断

さ
れ
た
時
に
選
ん
だ
テ
ー
マ
が
宇
宙
物
理
学
で
あ
っ

た
。こ

れ
ら
３
人
は
そ
れ
ぞ
れ
特
徴
的
な
使
命
感
に

燃
え
て
生
き
て
い
る
学
者
達
で
あ
る
。
現
在
に
至

る
科
学
の
発
展
を
支
え
た
の
は
、
彼
等
の
よ
う
な

使
命
感
を
持
っ
た
学
者
達
で
あ
っ
た
。
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成果

科
学
技
術
振
興
プ
ラ
ザ
９２

学
び
、
交
わ
り
、
知
る

新
た
な
る
歩
み
の
時
、
来
る

隠
に
饉
に
に
罐
隠
錢

輝
鶏
緬

寃
明
く
る
う
盤

入
筆
４
議

．．

一ゝ
　
一

２
１
世
紀
を
間
近
に
控
え
た
今
日
、
エ
レ
ク
ト

ロ
ニ
ク
ス
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
高
度
技
術
の
波
、

ま
た
国
際
化
、
情
報
化
の
方
向
は
ま
す
ま
す
強
く

な
り
、
産
業
界
に
お
い
て
も
こ
の
社
会
環
境
の
変

化
に
機
敏
に
対
応
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
っ
て
い

ま
す
。

こ
の
た
め
、
最
新
技
術
情
報
の
提
供
、
産
学
宮

の
交
流
機
会
の
創
出
等
に
よ
り
、
県
内
企
業
に
対

し
て
科
学
技
術

。
工
業
技
術
に
関
す
る
知
識
の
啓

発
普
及

・
意
識
の
高
揚
を
図
る
と
と
も
に
技
術
開

発
の
向
上
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
科

学
技
術
振
興
プ
ラ
ザ
を
開
催
し
ま
し
た
。

本
年
度
は

「
工
業
技
術
振
興
会
館
」
竣
工
記
念

と
し
て
、　
出
学
び
、
交
わ
り
、
知
る
　
新
た
な
歩

み
の
時
、
来
る

出
を
テ
ー
マ
に
京
都
大
学
前
総
長

・
京
都
大
学
名
誉
教
授
の
西
島
安
則
氏
の
講
演
会

と
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
の

一
般
開
放
、
工
業
技
術

振
興
会
館
の
見
学
、
（社
）
発
明
協
会
滋
賀
県
支

部
の
協
賛
を
得
て
、
発
明
く
ふ
う
展
を
行
い
、
約

２
０
０
名
の
参
加
を
得
て
、
成
功
裡
に
終
了
し
ま

し
た
。

そ
れ
で
は
、
こ
こ
で
西
島
安
則
氏
に
講
演
を
い

た
だ
い
た
中
身
を
ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。
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地球の裏側との技術交流に参加 して

主任専門員 斉田 雄介

テクノレヴュー

ニューラルネットワーク
ー脳を手本とした情報処理システムー

技術第一科 サII崎雅生

機器紹介

電子線二次元粗さ解析装置

比表面積・細孔分布測定装置

雰囲気式超高温電気炉

表紙

(財
・
)滋賀):」 :業技術振卿脇会 1993/3

|:来技術センター側の ii己 lf内容です

典山fか らもご覧 ください

ネットワーク化されたコンピュータが、知識を得、発達して行く様をイメージ化しました。



働滋賀県工業技術振興脇会
520-30滋賀県栗太郡栗東町上砥山232

,    (滋 賀県工業技術センター内)

TEL 0775-58-1530 FAX 0775-58-3048

工業技術センター
CC

栗東 I

CS

CS

宅屋交差点 至水口

栗東駅

ヽ
←

交通案内

0」 R線ど利用の場合

琵琶湖線 (東海道線)草津駅下車 (東回)

帝産バス「六地蔵」行 又は

「 トレセン(栗東高校経由)」 行…………20分

北の山下車士徒歩………………………… 3分

草津駅からタクシー…………………………………15分

0自家用車ご利用の場合

名神高速道路

栗東インターチェンジ (信楽方面出口)よ り…… 5分
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